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A

地段の家　[Chidan House] 

3 ～ 7m角の立方体が並べられた集合住宅。透けた素材の建物が重な

り合うことで集合住宅の内部に入っていくほど徐々に生活が濃くなっ

ていく。キューブの内部に開けられたヴォイドから光が地下に降り注

ぐ。建物の燐等間隔が地下では梁となって現れる。この建築は地下と

地上が互いに作用し合っている。

B

箱の美術館　[Haco Museum]

いりこ状に立方体を重ねた美術館。ここでもそれぞれの箱が透けることによって、内部

では小さい箱に入っていくほど内部的な空間へ美術へ変わっていく。箱は小さくなると

同時に下方へずらされているため、地面の接地面は一番小さな箱だけである。鑑賞者は

橋を渡って一番大きな外側（54ｍ角）の箱から入るか、坂を下って一番小さな箱（12ｍ角）

からアクセスする。



C

水の谷　[Water Valley]

3 ～ 9ｍ角の立方体が角度を振って重なり合ったスパ施設。Δ型の敷地で、Δの三つの角の部分に配置された一番小さな箱からアクセスする。敷地の中央部になるにつ

れて箱は大きくなっていき、天井面が揃っているために、箱が大きくなるにつれて地下が深くなっていく。一番大きな箱に達したときに外部へと出ることができる。

箱の重なった部分が天窓になることで、箱同士の繋がり方が空間を左右する。


